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日頃は、草津市の発展と市政の円滑な運営に格別の御指導、御支援を賜り厚く

お礼申し上げます。 

さて、全国的な人口減少社会の中、現在も人口増加が続いている本市において

も、近い将来、人口減少が現実のものになると予想しております。 

また、世界でも類を見ないスピードで高齢化が進行し、本市においても、年々

高齢化率が高まるなど、市政を取り巻く様々な環境が変化・多様化し、よりきめ

細かな市民サービスの提供が求められています。 

こうした状況の中、令和１４年度を目標年次とする第 6 次草津市総合計画に掲

げる将来ビジョンである「ひと・まち・ときをつなぐ 絆をつむぐ ふるさと 健

幸創造都市 草津」の実現に向けて、第 6 次草津市総合計画第１期基本計画では、

「未来を担う子ども育成プロジェクト」、「地域の支え合い推進プロジェクト」、

「にぎわい・再生プロジェクト」、「暮らしの安全・安心向上プロジェクト」をリ

ーディング・プロジェクトとして位置付け、全力で取り組んでおりますが、これ

らの施策を総合的かつ計画的に推進していくにあたりましては、国・県の御協力

なくしては、その実現は極めて困難であります。 

つきましては、県におかれましても厳しい財政状況であることは承知いたして

おりますが、本書のとおり、本市の喫緊の課題や財政状況を御賢察いただき、今

後の県の予算編成や国への要望活動にあたり、本市のまちづくりの推進に特段の

御配意をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

令和５年８月 

 

 

滋賀県知事 三日月 大造 様 

 

草津市長 橋川 渉 

 

 



 



――――  要 望 事 項  ―――― 

 

重 点 要 望 

１．草津ＰＡと連携したびわこ文化公園都市周辺のエリアの活性化に向けた取組に 

ついて（継続）                      【県への要望】 

      （総合企画部、土木交通部）  …………   １ 

２．歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業補助金等の適切な確保について（継続）        

【国への要望】 

（文化スポーツ部）  …………  ３ 

３．県指定文化財建造物の継承に係る管理、保存修理等に対する支援について（新規） 

【国への要望、県への要望】 

     （文化スポーツ部）  …………  ４ 

４．わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポに向けた取り組みについて（継続） 

【県への要望】 

（文化スポーツ部）  …………  ５ 

５．（仮称）草津市立プールの整備に対する支援について（継続） 

【国への要望、県への要望】 

（文化スポーツ部、土木交通部）  …………  ７  

６．矢橋帰帆島公園の活性化について（新規）          【県への要望】 

（琵琶湖環境部）  …………   ９ 

７．湖南中部浄化センターにおける中間水路の水質改善について（継続） 

【県への要望】 

（琵琶湖環境部）  …………  11 

８．地域生活支援事業の国、県補助額の適正化について（継続） 

【国への要望、県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  13 



９．保育士確保にかかる処遇改善について（継続）  【国への要望、県への要望】 

（健康医療福祉部）  …………  14 

10．かんがい排水事業の推進について（継続）    【国への要望、県への要望】 

                 （農政水産部）  …………  16 

11．馬場・山寺地区基盤整備事業に対する支援について（継続） 

                 【国への要望、県への要望】 

                 （農政水産部）  …………  18 

12．県道における歩道照明の整備について（継続）        【県への要望】 

                    （土木交通部）  …………  20 

13．「道の駅草津リノベーション」にかかる駐車場の拡大および県道とのアクセス 

強化について（継続）                   【県への要望】 

                  （土木交通部）  …………  22 

14．ＪＲ南草津駅周辺エリアの交通対策について（継続）      【県への要望】 

                 （土木交通部）  …………  24 

15．地域公共交通の維持・強化に対する補助について（継続） 

【国への要望、県への要望】 

                    （土木交通部）  …………  26 

16．Ｐａｒｋ－ＰＦＩ制度を活用した琵琶湖湖岸緑地の利活用について（継続） 

                      【県への要望】 

            （土木交通部）  …………  28 

17．烏丸半島および矢橋帰帆島における湖上交通・輸送拠点の形成について（継続） 

                       【県への要望】 

         （土木交通部、知事公室、教育委員会事務局）  …………  30 

18．浜街道の整備について（継続）               【県への要望】 

              （土木交通部）  …………  32 

19．都市計画道路平野南笠線の事業化に向けた取組について（継続）【県への要望】                   

 （土木交通部）  …………  34 



20．山手幹線（主要地方道大津能登川長浜線、栗東水口道路Ⅰ）の確実な整備の完了 

および、滋賀京都連絡道路（滋賀・京都間の新しい国道１号バイパス）の整備 

について（継続）                【国への要望、県への要望】 

                    （土木交通部）   …………  36 

21．草津川上流部の河川改修の促進について（継続）        【県への要望】 

（土木交通部）  …………   38 

22．一級河川および県有地の適正な維持管理について（継続）   【県への要望】                   

 （土木交通部）  …………  40 

23．一般国道１号草津市矢倉二丁目地区歩道整備について（継続）  【国への要望】 

            （土木交通部）  …………  42 

24．一般国道１号月輪電線共同溝の整備について（新規）     【国への要望】 

            （土木交通部）  …………  44 

25．市街地における一級河川の改修と公共下水道（雨水）整備との連携について 

（継続）                          【県への要望】 

  （土木交通部）  …………  46 

26．草津川跡地の整備に対する支援について（継続） 【国への要望、県への要望】 

                 （土木交通部）  …………  48 

27．草津川跡地河口部の整備について（継続）           【県への要望】 

（土木交通部、商工観光労働部）  …………  50 

28．「切れ目ない支援体制整備充実事業」における看護師配置にかかる補助率の拡充 

および「病児保育事業」の幼稚園に対する適用拡大について（継続）               

【国への要望】 

（教育委員会事務局）  …………  52 

29．学校施設環境改善交付金の確実な事業採択、早期の交付決定および補助単価の 

引き上げについて（継続）                 【国への要望】 

   （教育委員会事務局）  …………  54 

 



30．小中学校の正規教員の適正な配置と、臨時講師・非常勤講師の人材確保と紹介に

ついて（継続）                      【県への要望】 

 （教育委員会事務局）  …………  56 

31．特別支援教育充実のための人的配置および「地域で学ぶ」支援体制強化事業     

補助金について（継続）            【国への要望、県への要望】 

                （教育委員会事務局）  …………  58 

 

32．交番の増設および警察官の増員について（継続） 【国への要望、県への要望】 

（県警本部警務部）  …………  60 



一 般 要 望 

１．登録有形文化財建造物保存修理の国の補助制度の拡充について（継続） 

            【国への要望】 

                   （文化スポーツ部）  …………  63 

２．子どもの医療費に係る助成制度の拡充について（継続）    【県への要望】 

                 （健康医療福祉部）  …………  64 

３．精神障害者に対する医療費助成制度について（継続）     【県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  65 

４．国民健康保険制度の円滑な運営に係る財政支援について（継続） 

【国への要望、県への要望】 

                   （健康医療福祉部）  …………  66 

５．介護人材の育成・確保に向けた具体的かつ効果的な施策の展開について（継続） 

                           【県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  67 

６．滋賀県がん患者のアピアランスサポート事業について（継続）  【県への要望】 

                          （健康医療福祉部）  …………  68 

７．要介護・要支援認定有効期間の見直しについて（新規）     【国への要望】 

                          （健康医療福祉部）  …………  69 

８．認定こども園等における障害児受入支援にかかる制度見直しについて（新規）   

【国への要望、県への要望】 

                          （健康医療福祉部）  …………  70 

９．児童家庭相談業務体制の充実について（継続）        【県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  72 

10．滋賀県多子世帯子育て応援事業金の対象範囲の拡充について（継続） 

【国への要望、県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  73 



11．補助金交付要綱の早期発出について（継続）    【国への要望、県への要望】 

                  （健康医療福祉部）  …………  74 

12．水道事業への財政支援の拡充について(継続)             【国への要望】 

                    （健康医療福祉部）  …………  76 

13．公共交通の利用環境改善に対する補助について（継続）     【県への要望】                   

                    （土木交通部）  …………  77 

14．県道の交差点改良による渋滞緩和と歩道未整備区間の交通安全対策について 

（継続）                           【県への要望】 

（土木交通部）  …………  79 

15．子ども達が安全に通学や活動ができる道路整備について（継続） 【国への要望】 

                          （土木交通部）  …………  81 

16．公共施設の適切な維持管理に対する支援について（継続）  

【国への要望、県への要望】 

（土木交通部）  …………  83 

17．都市計画道路大江霊仙寺線の整備に係る支援について（継続） 【国への要望】 

                  （土木交通部）  …………  85 

18．地域の交流と経済活動の活性化を支えるみちづくりの支援について（市道大路 

野村線の整備）（継続）                   【国への要望】 

                     （土木交通部）  …………  87 

19．常盤
と き わ

団地長寿命化事業への支援について（継続）       【国への要望】 

                           （土木交通部）  …………  89 

20．牟礼山
む れ や ま

公園の用地取得および今後の整備等について（継続）  【県への要望】 

                   （土木交通部）  …………  91 

21．主要地方道大津能登川長浜線若草交差点付近の通学安全対策について（継続） 

【県への要望】 

                  （土木交通部）  …………  93 



22．小中学校の業務改善について（継続）            【県への要望】 

         （教育委員会事務局）  …………  95 

23．養護教諭の人的配置の拡充について（継続）         【国への要望】 

      （教育委員会事務局）  …………  96 

24．県立特別支援学校（草津養護学校）の新設分離について（継続） 【県への要望】 

                 （教育委員会事務局）  …………  97 



 重 点 要 望 





要望先：滋賀県総合企画部 新駅問題対策・特定プロジェクト推進室 

滋賀県土木交通部 都市計画課、道路整備課、交通戦略課 

重点要望(継続) 

草津ＰＡと連携したびわこ文化公園都市周辺のエリア

の活性化に向けた取組について【県への要望】

草津ＰＡは、近畿圏、中京圏、北陸圏から流入する多くの高速道路利用者

に利用されており、また、高速道路と一般道路（都市計画道路山手幹線）が並

走する地域に立地していることから、高速道路と一般道路に交通結節点機能

を付加することにより、びわこ文化公園都市へのアクセシビリティの向上や

地域振興等を実現するポテンシャルを有している。 

このことから、草津市では、これらのポテンシャルを最大限に発揮し、滋

賀県南部エリアの活性化に寄与すべく、現在、国や県等の関係機関の支援を

いただきながら、草津ＰＡとの交通結節拠点の創出を柱とする「草津ＰＡと

連携した滋賀県南部エリア活性化基本構想」の策定を進めている。 

本市が進める基本構想の策定ならびに実現に向け、県において昨年度改定

された「びわこ文化公園都市将来ビジョン」や「道路整備アクションプログ

ラム 2023」における当該エリアや隣接する都市計画道路の位置付けを基に、

引き続き、共同で推進していただくよう特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

位置図 

イメージ図 
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・令和７年度に都市計画道路山手幹線や新名神高速道路が全線開通し、国民ス

ポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催が予定されているなかで、びわ

こ文化公園都市の利便性の向上や、昨年度改定されたびわこ文化公園都市将

来ビジョンの新たな視点である移動の自由のために、スムーズで便利な交通

アクセス環境の整備を推進していく必要がある。 

・びわこ文化公園都市は、滋賀県地域防災計画において広域輸送拠点として位

置付けられており、隣接する草津ＰＡも「防災拠点自動車駐車場」に指定さ

れていることから、災害発生時において、びわこ文化公園都市に集積する医

療・福祉等の機能が有効活用されるよう、防災機能を付加した拠点整備を推

進していくことが重要である。 

・都市計画道路平野南笠線（平野～笠山）が県道路整備アクションプログラム

2023に位置付けている。 

・草津ＰＡを経由して高速道路と一般道路の連携および高速バス、路線バス、

ＪＲ等の交通モード間の連携により、草津ＰＡに交通結節点機能を付加し、

新しい交通ネットワークを構築することが考えられ、令和４年度には、国に

おいて「交通拠点における機能強化の必要性等の調査」が実施されている。 

・事業実現のためには、国の支援を踏まえつつ県道管理者である滋賀県と協調

して取組を推進していくことが不可欠である。 

 

現状と課題 

担 当：都市計画部 都市地域戦略課 地域振興係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－６８０２ 

・交通結節拠点の創出によりアクセシビリティが向上し、びわこ文化公園都市

周辺の住民、大学、企業、びわこ文化公園都市の利用者の増加により、エリ

アの魅力向上や地域振興が期待できる。 

・草津ＰＡ周辺に集積している医療・福祉等施設と高速道路・一般道路のネッ

トワークが連携することにより、広く県内外に防災機能を提供できる環境が

確保され、全国各地での災害発生に対応できる広域拠点としての役割を担う

ことが可能となる。 

・高速道路と一般道路が連携できる交通ネットワークの構築を推進すること

で、市内の交通渋滞の緩和、公共交通の定時性や速達性が向上するととも

に、将来の人口減少・高齢化社会においても持続可能なまちづくりに寄与す

ることができる。 

事業実施による効果 
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                                 担 当：教育委員会事務局 歴史文化財課 文化財保護活用係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２４２９ 

 

重点要望(継続) 

要望先：滋賀県文化スポーツ部 文化財保護課 

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業補助金等の適

切な確保について【国への要望】 

国指定史跡である芦浦観音寺跡や草津宿本陣の史跡整備や埋蔵文化財調査に

ついて、歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業補助金等を用いて取り組んで

いるが、史跡整備・埋蔵文化財調査共に要望額を下回る金額しか交付されず、事

業の進捗が遅れることとなるため、国に働きかけていただきたく、特段の配意を

お願いしたい。 

要望内容 

・史跡整備と埋蔵文化財調査を共に進める本市にとって、事業の進捗には国庫

補助金の取り込みが必須と考えているが、要望額に対し交付額が下回ること

がある。 

・史跡芦浦観音寺跡整備事業、史跡草津宿本陣整備事業ともに、査定額が低

く、史跡整備全体のスケジュールが遅れるなど大きな影響を受けている。 

・埋蔵文化財調査においても、当市は全国でも稀な人口増加自治体であり、市

内の開発行為の増加に連動し、調査量も増加している。 

・以上から、適正な補助金配分がなされないと、自治体の文化財行政や開発対

応が遅延し、市民生活にも影響が出ることから、適切な補助金額の確保が必

要である。 

 

現状と課題 

・史跡整備の補助金が必要額確保されることで、計画通りのスケジュールで適

切な史跡整備ができる。 

・埋蔵文化財調査については、市民が必要とする住宅整備を滞らず進めること

ができる。 

事業実施による効果 
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担当：教育委員会事務局 歴史文化財課 文化財保護活用係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２４２９ 

 

 

重点要望(新規) 

要望先：滋賀県文化スポーツ部 文化財保護課 

県指定文化財建造物の継承に係る管理、保存修理等に

対する支援について【国への要望、県への要望】 

県指定文化財建造物の継承の担い手が不足しており、文化財の滅失や散逸等

の防止が課題となっていることから、文化財所有者による管理や保存修理等に

対する補助制度の拡充や技術面での支援について、特段の配意をお願いしたい。 

また、国による財政面、技術面での支援に関して、国に働きかけていただきた

く、特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

・本市における県指定文化財建造物には、所有者の経済的事情により継承や保

存修理が困難なものがあり、このままの状態が続くと当該文化財の滅失や散

逸等の懸念がある。 

・県指定文化財建造物を保存継承し、地域の歴史資源として有効活用を図るた

めにも、当該文化財の保存修理等に対する文化財所有者の負担軽減に向けた

財政面や技術面での支援の拡充が必要である。 

 

現状と課題 

財政面や技術面での支援制度が拡充されることで、文化財所有者の保存修理等

に係る負担軽減を図ることができ、県指定文化財建造物の適切な保存継承および

地域の歴史資源としての有効活用を図ることができる。 

事業実施による効果 
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開催予定競技（正式競技） 

 

〇国民スポーツ大会 

 ●水泳      （競泳・飛込・水球・ＡＳ：（仮称）草津市立プール） 

 ●バレーボール  （成年男子：草津市立総合体育館） 

          （成年女子：ＹＭＩＴアリーナ） 

 ●バスケットボール（少年女子：ＹＭＩＴアリーナ） 

 ●軟式野球    （成年男子：草津グリーンスタジアム） 

 ●ソフトボール  （少年男子：野村運動公園グラウンド） 

  

〇全国障害者スポーツ大会 

 ●水泳     （身体障害、知的障害：（仮称）草津市立プール） 

 ●バレーボール （精神障害：草津市立総合体育館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点要望(継続) 

要望先：滋賀県文化スポーツ部 国スポ・障スポ大会局 

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポに向けた取組につ

いて【県への要望】 

令和７年度（２０２５年）に開催される“わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ”

が、市民・県民のスポーツへの意識の高まりや、体力向上、健康増進等につなが

るとともに、大会のレガシー創出に向け、特に、県とともに整備を推進している

（仮称）草津市立プールにおける飛込などの水泳競技が、大会後も活発化するよ

う、特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

位置図 
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担当：教育委員会事務局 国スポ・障スポ推進室 ＴＥＬ：０７７－５６１－６８９６ 

建設部      プール整備事業推進室 ＴＥＬ：０７７－５６１－６８０７ 

建設部 プール整備事業推進室     ＴＥＬ：０７７－５６１－６８０７ 

・多くの競技を開催することから、交通環境を整えるための駐車場整備につい

て取り組む必要がある。 

・（仮称）草津市立プールの整備、水泳競技の開催をきっかけに、市民・県民が

水泳を身近に感じることができる機会を創出する必要がある。 

現状と課題 

・両大会の開催を契機として、スポーツ健康づくりの推進や交流人口の拡大に

よる地域経済の活性化を図ることができる。 

・「健康しが」や「健幸都市くさつ」の実現を図ることができる。 

・市民・県民が、生涯にわたるスポーツ活動を行うきっかけをつくることがで

きる。  

事業実施による効果 
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重点要望(継続) 

要望先：滋賀県文化スポーツ部 スポーツ課 

   ：滋賀県土木交通部   都市計画課 

（仮称）草津市立プールの整備に対する支援について

【国への要望、県への要望】 

（仮称）草津市立プールは、令和７（２０２５）年に開催の「わた SHIGA 輝く

国スポ・障スポ」の水泳競技会場となるとともに、「スポーツ環境の充実」「新た

なにぎわいの創出」「スポーツ健康づくりの推進」を実現し得る施設であり、令

和６年度の供用開始に向けて事業の進捗を図っているところである。 

このことから、現下の社会情勢において想定される事業費の増額も含め、引

き続き支援をしていただけるよう国に働きかけていただきたく、特段の配意を

お願いしたい。 

また、本事業の計画的な推進への協力と、本施設の整備および運営に対する

財政上の支援について、引き続き、特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（くさつシティア（仮称）草津市立プール整備計画地 

 

Ｙ都市計画道路 

ＭＩＴアリーナ 

（くさつシティア（仮称）草津市立プール整備計画地 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

草津川跡地 

都市計画道路 

大江霊仙寺線 
野村運動公園 

位置図 

（仮称）草津市立

プール整備地 

現在の状況 外観パース 内観パース 

ＹＭＩＴアリーナ 

（くさつシティアリーナ） 

草津警察署 

県道下笠大路井線 
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担 当：草津市建設部 プール整備事業推進室 整備係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－６８０７ 

１ 令和７（２０２５）年に「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ」が開催される

が、県内には水泳競技会場とすることができる施設が無いため、県立スイミ

ングセンターの代替機能も備えた新たな施設の整備が必要となっている。 

● 県は、国スポ水泳競技会場とすることができる施設の整備にかかる意向

調査を行った結果、本市を支援することとされている。 

● 県は、施設の整備から運営に要する経費までを補助することをもって共

同での対応とする、とされている。 

２ 整備計画地は、本市の中心市街地に位置しており、スポーツ活動の場、集

客、交流、防災機能を有する拠点となることを求められている。 

３ 確実な事業進捗を図る上で、国・県の支援が必要である。 

 

現状と課題 

１ 県内唯一の屋内５０ｍプール、屋内２５ｍプール、飛込プールを有する施

設としての活用を図り、大規模大会等の誘致を通じて交流人口の拡大や地域

経済の活性化に寄与する。 

２ 草津川跡地公園（区間５）や野村運動公園等との連携を図り、スポーツ健

康づくりを推進することで、「健康しが」や「健幸都市くさつ」の実現に寄

与する。 

事業実施による効果 
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重点要望(新規) 

要望先：滋賀県琵琶湖環境部 環境政策課、下水道課 

矢橋帰帆島公園の活性化について【県への要望】 

滋賀県では、令和５年度に重点的に取り組む施策として五つの柱を掲げられ

ており、その柱の一つである“こころとからだの健康づくり”において魅力あ

る公園づくりに取り組むとされ、矢橋帰帆島公園の活性化については、利用者

や住民のニーズを踏まえ、ハード整備とソフト対策による利活用方策を検討す

るとされている。 

矢橋帰帆島公園については、地元老上西小学校区においては重要な地域資源

として捉え、大学の知見を活用しながら県担当部局にも参画いただいたワーク

ショップを通じて、当該公園を含む矢橋帰帆島周辺の利活用案をまとめた「み

んながつながるウォータータウン」を公表されたところである。 

本市においても地域とともにその実現に向けて積極的な取り組みを進めてい

ることから、利活用方策の検討にあたっては、地域の意向も踏まえて検討いた

だくとともに、淡海環境プラザの在り方についても地域と連携が図られるよ

う、矢橋帰帆島公園との一体的な利活用方策と併せて検討いただきたく、特段

の配意をお願いしたい。 

要望内容 

 

 

 

 

位置図 
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担 当：都市計画部 都市地域戦略課 地域振興係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－６８０２ 

・矢橋帰帆島公園は、大型遊具や多目的グラウンド等が設置されており、市内外

から年間１０万人を超える利用者があるが、公園設置（昭和６０年）から相当

年数が経過し、園内施設の老朽化も進んできている。また、施設によっては利

用率が低いこともあり、広大な敷地の有効活用に課題がある。 

・本市では、草津市版地域再生計画を独自に策定し、人口減少や高齢化がすでに

進行している湖辺部周辺において、地域資源を活かした振興策等の検討を地域

とともに進めている。 

・老上西小学校区においては、大学の知見を活用しながら、県担当部局にも参画

いただいたワークショップにより取りまとめた「みんながつながるウォーター

タウン」の実現に向けて取組を進めている。 

・公園の利活用方策の検討にあたっては、地域の意向も踏まえて地域とともに取

り組んでいただくことが重要である。 

・淡海環境プラザは水環境保全に関連した施設であるが、利用率の低さや地域と

の連携が図られていない中で、今後の在り方や利活用について検討が行われて

いる。 

 

現状と課題 

・利用者や住民ニーズにあった利活用が図ることができる。 

・指定管理者制度やＰａｒｋ－ＰＦＩ制度に準じた整備手法などを視野に入れ、

民間活力を活かした優良な投資を誘導し、管理者の財政負担を軽減しつつ、公

園の質の向上や利用者の利便の向上を図ることで、新たなにぎわい創出や地域

振興の推進が期待できる。 

・本市の郊外地域の地域振興につながり、草津市版地域再生計画に基づく持続可

能なまちづくりが推進できる。 

事業実施による効果 
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重点要望(継続) 

要望先：滋賀県琵琶湖環境部 琵琶湖保全再生課、自然環境保全課、下水道課 

湖南中部浄化センターにおける中間水路の水質改善に

ついて【県への要望】 

湖南中部浄化センターにおける中間水路は、水草の大量繁茂や浮遊ゴミ等の

滞留により景観の悪化や船舶航行の障害となり、特に夏場には臭気が発生し、

生活環境への悪影響や帰帆島のイメージダウンにつながっているため、毎年、

除草を実施いただいているが、抜本的な解決には至っていない。 

このため、中間水路の抜本的な水質改善に向けて、現在、水流発生による水

質改善を検討いただいているところであり、具体的な対策を早期に実施いただ

くよう特段の配意をお願いしたい。 

要望内容 

 

 

中間水路の状況（矢橋大橋付近） 

 

位置図 
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担 当：上下水道部 上下水道施設課 管理係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－２４０２ 

現在の中間水路における水草の大量繁茂は、湖流の停滞による水質の悪化や

低層の低酸素化、湖底のヘドロ化など、従来の自然環境や生態系に大きな影響

を与えるとともに、漁業や船舶航行の障害、腐敗に伴う臭気の発生など生活環

境にも様々な支障をきたし、深刻な状況が続いている。 

また、オオバナミズキンバイの大規模群落の除去は完了したが、ヒシ等が樋

門や河口に大量繁茂し、浮き草やゴミが大量に溜まり、臭気や景観の悪化を起

こしている。 

 

[中間水路の水草除草の推移] 

 毎年除草面積の拡大を行っていただいているものの、環境改善にまで至ら

ず、抜本的な解決になっていない。（単位：㎡） 

 

年 度 合 計 ヒシ 

表 層 

ヒシ 

根こそぎ 

オオバナミ

ズキンバイ 

令和 ２年度 90,600 49,000 41,600 0 

令和 ３年度 81,000 43,000 38,000 0 

令和 ４年度 120,200 40,200 80,000 0 

 

現状と課題 

１ 矢橋帰帆島の中間水路の改善対策を行うことにより、帰帆島のイメージ

アップが図れ、多くの県民や県外からの利用者にとって、憩いの場とし

て親しんでもらえる施設となる。 

２ 水草の腐敗に伴う臭気の発生や浮遊ゴミ等の滞留などの改善対策によ

り、周辺住環境に及ぼす悪影響を低減し市民生活の向上が図れる。 

事業実施による効果 
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担 当：草津市健康福祉部 障害福祉課 障害福祉係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－６９７２ 

重点要望(継続) 

要望先：滋賀県健康医療福祉部 障害福祉課 

市町村地域生活支援事業は、地域の特性や利用者の状況に応じ、各市町村の柔

軟な形態により事業を効果的・効率的に行うとされているが、事業展開が積極的

に図れるよう自立支援給付と同様に国の義務としていただき、実績額を補助対象

基本額とし、５０／１００の補助をしていただくよう国に働きかけていただきた

く、特段の配意をお願いしたい。 

また、県補助金についても同様に実績額の２５／１００の補助としていただ 

くよう、特段の配意をお願いしたい。 

 

国、県の補助額について、交付要綱上は国５０／１００、県２５／１００以内

となっているが、現状はそのうちの５割～６割の歳入しか見込めず、事業規模が

年々大きくなっていくなかで、事業費に占める市の負担が５割を超えており、予

算の確保が難しく、事業促進の妨げとなっている。 

 

 

 

現状と課題 

国、県が市町村に対し、補助額の適正化を図ることで、市町村地域生活支援

事業を充実させることができ、障害者が地域で安心して暮らせる。 

  

事業実施による効果 

地域生活支援事業の国、県補助額の適正化について 

【国への要望、県への要望】 

要望内容 

 

13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点要望(継続) 

要望先：滋賀県健康医療福祉部 子ども・青少年局 

保育士確保にかかる処遇改善について 

【国への要望、県への要望】 

保育士の処遇改善につながる公定価格の継続した引き上げについて、国に

働きかけていただきたく、特段の配意をお願いしたい。また、子育て世代の

流入などにより県南部地域の人口増が続くなか、県独自の保育士確保にかか

る処遇改善補助制度の創設について、特段の配意をお願いしたい。 

 

要望内容 

・国の公定価格は、子ども・子育て支援新制度以降引き上げられ、令和４年２

月からの国の経済対策に引き続き、新たに加算項目（処遇改善等加算Ⅲ）を

設けるなど保育士等の処遇改善が実施されたが、未だ保育士の給与は他業種

よりも低い状況であり、保育士確保策としての抜本的な解決にはつながって

いないことから、保育士の処遇改善につながる公定価格の継続した引き上げ

が必要である。 

 
※1 出典）国税庁「民間給与実態統計調査」のうち平均給与を 12 か月で除して算出 
※2 出典）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 

 

・また、待機児童の解消には、施設整備による保育の受け皿確保に加え、保育

人材の確保が必要不可欠である。令和４年４月時点の滋賀県の待機児童率は

全国３位となっており、本市においては施設整備により令和５年４月の待機

児童数はゼロとなっているものの、慢性的な保育士不足により、需要がある

にもかかわらず定員の上限まで受け入れられない施設が発生するなど、対応

に苦慮している。 

・本市では、保育士の離職防止や新規確保に向けた支援策として、市単独によ

る処遇改善補助や年度途中の受入準備保育士の配置にかかる補助などを実施

し、保育士の安定的な雇用の確保に努めているが、加配の必要な園児の受け

入れ数も増加しており、さらなる保育士の確保が必要となるなか、市単独補

助による処遇改善の実施には限界がある。 

現状と課題 
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担 当：子ども未来部 幼児施設課 総務・施設係 

ＴＥＬ：０７７－５６１－６９６８ 

保育士の処遇改善により、安定的な保育士の確保や離職防止が図れ、より良

質な保育の実践を実現できる。 

事業実施による効果 
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